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と
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
家
庭
教
育
に
お
い
て
子
弟
を
戒
め
る
た
め
に

著
さ
れ
た
家
訓
・
家
誡
の
類
は
、
蘇
洵
『
蘇
氏
族
譜
』、
葉
夢
得
『
石
林

家
訓
』、
王
十
朋
『
家
政
集
』、
陸
游
『
放
翁
家
訓
』、
家
頤
『
教
子
語
』、

袁
采
『
袁
氏
世
範
』
な
ど
書
目
類
を
見
る
だ
け
で
も
数
十
種
以
上
が
確
認

で
き
る
。
ま
た
、『
蒙
求
』
と
言
え
ば
、
唐
代
中
期
の
李
瀚
『
蒙
求
』
が

後
世
で
は
有
名
で
あ
る
が
、
尤
袤
『
遂
初
堂
書
目
』
や
陳
振
孫
『
直
斎

書
録
解
題
』
に
は
、『
三
国
蒙
求
』『
本
朝
蒙
求
』『
敘
古
蒙
求
』『
小
説

蒙
求
』『
葉
才
老
和
蒙
求
』『
両
漢
蒙
求
』『
十
七
史
蒙
求
』
な
ど
が
見
え
、

李
瀚
『
蒙
求
』
以
外
に
も
多
く
の
『
蒙
求
』
が
宋
代
に
編
纂
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
当
時
、
道
学
者
た
ち
の
多
く
も
童
蒙
の
た
め

序

　

童
蒙
（
童
子
・
小
児
・
小
子
）
の
教
育
を
想
定
し
て
編
纂
さ
れ
た
訓
蒙

書
と
し
て
は
、『
蒙
求
』『
千
字
文
』『
三
字
経
』
と
共
に
、
朱
熹
（
一
一

三
〇
～
一
二
〇
〇
）
の
『
小
学
』
が
知
ら
れ
る
。
古
来
よ
り
童
蒙
の
教
育

は
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、
宋
代
に
な
る
と
「
文
教
を
興
し
、
武
事
を
抑
え

る
」
と
い
う
政
策
や
社
会
構
造
の
変
化
、
科
挙
の
改
革
、
印
刷
・
出
版
文

化
の
発
展
な
ど
に
伴
い
、
よ
り
広
範
囲
の
家
の
子
弟
た
ち
が
教
育
を
受
け

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
書
籍
と
い
う
も
の
も
多
く
編
纂
さ
れ
る
こ

宋
代
訓
蒙
書
と
朱
熹
『
小
学
』

松
野
敏
之



宋代訓蒙書と朱熹『小学』— 191 —

の
教
育
書
を
編
纂
し
て
お
り
、
朱
熹
『
小
学
』
と
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
も
の
だ
け
で
も
、
呂
本
中
『
童
蒙
訓
』、
司
馬
光
『
家
範
』、
呂
祖
謙

『
少
儀
外
伝
』、
劉
清
之
『
戒
子
通
録
』
な
ど
が
あ
る
。

　

童
蒙
に
何
を
教
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
も
の
観
点

が
あ
ろ
う
。
文
字
そ
の
も
の
を
教
え
る
こ
と
か
ら
、
日
常
生
活
に
お
け
る

戒
め
や
歴
史
故
事
な
ど
の
教
養
、
あ
る
い
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
役
に
立

つ
と
思
わ
れ
る
教
訓
や
官
途
に
就
い
て
か
ら
の
処
世
訓
な
ど
も
あ
る
。
朱

熹
が
『
小
学
』
を
編
纂
し
た
背
景
に
は
、
そ
も
そ
も
童
蒙
の
う
ち
に
学
ん

で
お
く
べ
き
礼
楽
射
御
書
数
や
孝
悌
忠
信
な
ど
の
具
体
的
な
「
事
」
を
知

ら
ず
、
聖
賢
の
学
問
に
努
め
る
た
め
の
基
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

危
惧
し
た
か
ら
で
あ
る（
１
）。『
小
学
』
全
六
巻
の
う
ち
、
内
篇
（
巻
一
～
巻

四
）
は
経
書
を
始
め
と
す
る
漢
以
前
の
書
籍
か
ら
、
外
篇
（
巻
五
・
巻

六
）
は
漢
代
以
降
の
書
籍
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
外
篇
（
巻
五
・
嘉

言
、
巻
六
・
善
行
）
の
出
典
は
多
岐
に
渡
り
、
出
典
と
な
る
書
籍
は
八
十

種
近
く
に
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
朱
熹
は
す
べ
て
を
原
典
か
ら
引

用
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
以
上
は
道
学
者
た
ち
が
編
纂
し
た
童
蒙

書
な
ど
か
ら
転
載
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
朱
熹
は
童
蒙
や
初
学
者
に
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
、
余
分
な
文
章
は
刪
去
し
て
『
小
学
』
に
収
め
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
刪
去
の
仕
方
が
出
典
と
な
る
書
籍
よ
り
も
司
馬
光

『
家
範
』
や
呂
祖
謙
『
少
儀
外
伝
』
の
方
が
近
い
も
の
が
あ
る
。
漢
以
降

の
書
籍
か
ら
引
用
し
た
外
篇
の
巻
五
（
九
十
一
章
）
と
巻
六
（
八
十
一

章
）
の
全
一
七
二
章
を
確
認
す
る
と
、
司
馬
光
『
書
儀
』『
家
範
』
か
ら

三
十
章
、
呂
本
中
『
童
蒙
訓
』
か
ら
二
十
一
章
、『
少
儀
外
伝
』
か
ら
十

八
章
（『
童
蒙
訓
』
と
の
重
複
を
含
め
れ
ば
三
十
一
章
）、『
近
思
録
』
か

ら
三
十
八
章
、
ま
た
直
接
朱
熹
が
閲
覧
し
た
確
証
は
な
い
が
お
そ
ら
く
別

の
形
態
で
は
参
照
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
劉
清
之
『
戒
子
通
録
』
か
ら
は
二

十
二
章
（『
書
儀
』『
童
蒙
訓
』
と
の
重
複
を
含
め
れ
ば
五
十
六
章
）
を
収

め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。『
戒
子
通
録
』
を
含
め
た
場
合
、
巻
五
・
嘉
言
、

巻
六
・
善
行
に
収
め
る
話
柄
の
う
ち
、
約
八
割
近
く
が
こ
れ
ら
六
冊
の
書

籍
か
ら
転
載
引
用
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。『
小
学
』
が
短
期
間
の
う
ち

に
編
纂
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
お
そ
ら
く
朱
熹
は
こ
れ
ら
の
書
籍
を

参
照
し
な
が
ら
『
小
学
』
を
編
纂
し
た
と
考
え
得
る
。
逆
に
言
え
ば
、
朱

熹
は
当
時
の
訓
蒙
書
を
意
識
し
な
が
ら
『
小
学
』
を
編
纂
し
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

以
上
の
こ
と
よ
り
本
稿
で
は
、
ま
ず
宋
代
の
訓
蒙
書
に
い
か
な
る
も
の

が
あ
っ
た
か
、
特
に
朱
熹
が
閲
覧
し
た
呂
本
中
『
童
蒙
訓
』
や
呂
祖
謙

『
少
儀
外
伝
』
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
上
で
、
朱
熹
が
こ

れ
ら
の
書
籍
よ
り
ど
の
よ
う
な
意
図
で
引
用
・
編
纂
し
た
の
か
、
朱
熹

『
小
学
』
の
特
徴
と
い
う
も
の
を
検
討
し
て
み
た
い
。
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一

　

宋
代
の
訓
蒙
書
に
は
ど
の
よ
う
な
書
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は

童
蒙
教
育
を
い
か
に
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
も
通
じ
る
。
よ
く
用
い
ら

れ
て
い
た
書
と
し
て
は
、
や
は
り
『
千
字
文
』
と
『
蒙
求
』
が
挙
げ
ら
れ

る
。
一
例
で
は
あ
る
が
、
趙
汝

（
一
一
七
二
～
一
二
四
六
）
は
「
憩
農

家
」
詩
（
五
言
古
詩
）
に
「
群
児 
窓
下
に
読
む
／
千
字
文 

蒙
求
」
と
詠

み
、
子
供
た
ち
が
『
千
字
文
』『
蒙
求
』
を
学
ん
で
い
る
こ
と
を
と
り
あ

げ
る
。
元
代
に
な
っ
て
か
ら
で
は
あ
る
が
、
程
端
礼
（
一
二
七
一
～
一
三

四
五
）
は
『
程
氏
家
塾
読
書
分
年
日
程
』
巻
一
に
お
い
て
、
八
歳
以
前
の

学
習
に
『
性
理
字
訓
』
を
勧
め
、「
此
〔『
性
理
字
訓
』〕
を
以
て
世
俗
の

蒙
求
・
千
字
文
に
代
ふ
れ
ば
最
も
佳
し
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は

元
朝
下
に
お
い
て
も
『
千
字
文
』『
蒙
求
』
が
基
本
的
な
童
蒙
書
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
『
千
字
文
』
に
類
す
る
書
と
し
て
は
、
伝
統
的
な
『
急
就
篇
』
以
外
、

宋
以
降
に
な
る
と
、
誰
が
い
つ
編
纂
し
た
か
定
か
で
は
な
い
『
百
家
姓（
２
）』

や
、
王
応
麟
（
一
二
二
三
～
一
二
九
六
）
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
三
字

経
』
な
ど
が
現
れ
る
。
童
蒙
の
覚
え
や
す
さ
を
重
視
し
て
韻
文
の
形
式
を

用
い
た
も
の
で
あ
る
。
道
学
者
の
識
字
・
写
字
に
関
す
る
言
及
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
が
、
朱
熹
自
身
に
は
『
訓
蒙
絶
句
』
の
著
作
が
あ
る（
３
）。
隆
興

元
年
（
一
一
六
三
）
頃
、
児
輩
の
た
め
に
四
書
を
読
ん
で
七
言
一
句
の
形

式
で
ま
と
め
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
朱
熹
の
長
子
朱
塾
は
十

一
歳
、
次
子
朱
埜
は
十
歳
。
壮
年
の
朱
熹
が
、
韻
文
形
式
の
童
蒙
教
育
と

い
う
の
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（
４
）。

　
『
蒙
求
』
に
関
し
て
は
、
宋
代
で
は
よ
り
広
範
囲
な
影
響
が
う
か
が
え

る
。
王
十
朋
（
一
一
一
二
～
一
一
七
一
）
は
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
我
が
子

に
『
蒙
求
』
と
『
孝
経
』
を
教
え
て
い
た
（『
梅
溪
前
集
』
巻
五
「
哭
孟

丙
」）。『
小
学
』
編
纂
に
携
わ
っ
た
劉
清
之
（
一
一
三
三
～
一
一
八
九
）

も
、
四
、
五
歳
の
時
に
李
瀚
『
蒙
求
』
を
読
み
、
読
書
に
努
め
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
（『
宋
名
臣
言
行
録
』
外
集
巻
一
四
・
劉
清

之
静
春
先
生
）。
そ
の
『
蒙
求
』
の
書
自
体
は
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い

た
か
、
一
例
と
し
て
朱
熹
の
言
を
挙
げ
た
い
。

こ
の
時
、
史
学
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
史
書
を
読
む
者
が
い

な
か
っ
た
。
当
時
、
大
叔
父
の
朱
弁
（
一
〇
八
五
～
一
一
四
四
）
が

郷
里
で
教
育
に
携
わ
っ
て
お
り
、『
蒙
求
』
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
話

の
本
末
始
終
を
説
明
し
、
人
々
は
尊
敬
し
て
、
古
今
〔
の
歴
史
〕
に

通
じ
て
い
る
と
賞
賛
し
た
。

是
時
既
禁
史
學
、
更
無
人
敢
讀
史
。
時
奉
使
叔
祖
教
授

里
、
只
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就
蒙
求
逐
事
開
説
本
末
、
時
人
已
相
尊
敬
、
謂
能
通
古
今
。（『
朱
子

語
類
』
巻
一
〇
・
96
条
）

　

周
知
の
通
り
、『
蒙
求
』
は
歴
史
故
事
を
ま
と
め
た
書
で
あ
り
、
宋
代

当
時
に
お
い
て
も
『
蒙
求
』
は
史
書
の
簡
略
版
の
よ
う
な
も
の
と
見
ら
れ

て
い
た
。
李
瀚
『
蒙
求
』
が
漢
か
ら
晋
ま
で
の
人
物
を
多
く
収
め
、
隋
以

後
に
つ
い
て
は
採
録
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
欠
を
補
う
か
の
よ

う
に
、
宋
代
に
は
『
左
氏
蒙
求
』『
三
国
蒙
求
』『
本
朝
蒙
求
』『
叙
古
蒙
求
』

『
小
説
蒙
求
』
な
ど
が
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
左
氏
蒙
求
」
と
い
う

書
目
だ
け
を
見
て
も
、
楊
彦
齢
『
左
氏
蒙
求
』（『
宋
史
』
巻
二
〇
二
・
芸

文
志
一
）、
張
洽
『
左
氏
蒙
求
』（『
宋
史
』
巻
四
三
〇
・
道
学
四
・
張
洽

伝
）、
呉
伯
秀
『
左
氏
蒙
求
』（
戴
表
元
『
剡
源
文
集
』
巻
七
・
左
氏
蒙
求

序
）
の
少
な
く
と
も
三
書
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
す
ぐ
に
散
佚
し
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
他
、
胡
宏
（
一
一
〇
五
～
一
一
六
一
）
の
『
叙
古

蒙
求
』、
黎
晋
甫
『
性
理
蒙
求
』、
胡
炳
文
（
一
二
五
〇
～
一
三
三
三
）
の

『
純
正
蒙
求
』
な
ど
、
お
そ
ら
く
道
学
・
性
理
学
等
に
基
づ
い
て
編
纂
さ

れ
た
と
推
定
さ
れ
る
著
述
も
あ
る（
５
）。

し
か
し
、
世
に
流
伝
し
、
盛
ん
に
類

似
書
が
編
纂
さ
れ
た
『
蒙
求
』
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
道
学
者
に
よ
る

『
蒙
求
』
評
価
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
。
胡
宏
の
『
叙
古
蒙
求
』
に
対
し
て

も
、
朱
熹
は
「
叙
古
蒙
求
は
、
亦
た
太は
な
は
だ多

兼
ね
て
奥
渋
に
し
て
読
み
難

し
、
恐
ら
く
啓
蒙
の
具
に
非
ず
」（『
朱
文
公
文
集
』
巻
三
五
「
与
劉
子

澄
」）
と
否
定
的
に
評
価
す
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
李
瀚
『
蒙
求
』
の
欠

点
に
つ
い
て
、
王
観
国
に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

唐
の
李
瀚
撰
『
蒙
求
』
は
、
五
百
九
十
八
句
、
一
句
ご
と
に
一

人
、
一
人
ご
と
に
一
事
を
述
べ
、
博
学
の
人
で
な
け
れ
ば
、
書
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
欠
点
は
一
人
に
対
し

て
二
句
、
三
句
と
設
け
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。「
孔
明
龍
卧
」
と
あ

る
の
に
、
ま
た
「
葛
亮
顧
廬
」
や
「
亮
遺
巾
幗
」
と
述
べ
る
の
で
あ

る
。
…
…
李
瀚
の
意
識
も
、
重
複
を
憂
え
て
い
る
た
め
、
姓
名
を
用

い
た
り
、
字あ
ざ
な

を
用
い
た
り
、
官
職
を
用
い
た
り
し
て
、
同
じ
表
現

を
嫌
っ
て
言
葉
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
史
書
に
見
え
る
人
物
は

多
く
、
一
人
で
一
句
と
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
の
に
、
ど
う
し
て

重
複
さ
せ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
著
す
と
こ
ろ
も
、
全
て

が
経
書
・
史
書
か
ら
採
っ
て
お
ら
ず
、
小
説
・
雑
書
が
混
ざ
っ
て
い

る
。
…
…
小
説
・
雑
書
は
妄
誕
が
多
く
、
信
頼
で
き
な
い
。
李
瀚
が

こ
れ
ら
を
経
史
と
同
列
に
す
る
の
は
、
童
蒙
教
育
の
導
入
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
。

唐
李
瀚
撰
蒙
求
、
五
百
九
十
八
句
、
毎
句
著
一
人
、
毎
人
著
一

事
、
非
博
學
、
不
能
爲
此
。
然
其
疵
在
於
一
人
而
分
作
二
句
或
三
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句
。
既
曰
孔
明
龍
卧
、
又
曰
葛
亮
顧
廬
、
又
曰
亮
遺
巾
幗
。
…
…
瀚

之
意
、
固
患
其
重
複
。
故
或
用
姓
名
、
或
用
表
字
、
或
用
官
爵
、
盖

嫌
於
同
、
而
欲
異
其
語
也
。
夫
諸
史
中
所
載
人
姓
名
事
蹟
多
矣
、
毎

用
一
人
爲
一
句
不
難
也
、
何
至
乃
重
複
用
之
哉
。

其
所
著
、
不
皆

出
於
經
史
、
而
間
取
小
説
雜
書
。
…
…
蓋
小
説
雜
書
多
妄
誕
、
不
可

取
信
。
而
瀚
取
此
與
經
史
同
列
、
非
訓
蒙
之
所
先
也
。（『
学
林
』
巻

七
・
李
瀚
蒙
求
）

　

王
観
国
に
よ
れ
ば
、
歴
史
上
に
見
る
べ
き
偉
人
は
多
い
の
に
、
李
瀚

『
蒙
求
』
は
無
駄
に
重
複
し
て
い
る
人
物
が
多
く
、
ま
た
経
書
・
史
書
と

同
列
に
小
説
・
雑
書
の
怪
し
げ
な
書
か
ら
も
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
問
題

と
す
る
。
童
蒙
の
教
育
書
と
し
て
は
、
一
人
一
事
に
絞
り
、
確
か
な
出
典

に
基
づ
く
話
題
と
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
る
の
で
あ
る
。

二

　
『
千
字
文
』『
蒙
求
』
が
文
字
や
歴
史
故
事
を
教
え
る
童
蒙
書
と
す
れ
ば
、

道
学
者
た
ち
の
編
纂
し
た
童
蒙
書
は
人
倫
を
教
え
る
こ
と
を
重
視
す
る
と

言
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
朱
熹
が
『
小
学
』
編
纂
に
際
し
て
特
に
参
照
し
た

と
思
わ
れ
る
呂
本
中
『
童
蒙
訓
』
と
呂
祖
謙
『
少
儀
外
伝
』
に
つ
い
て
と

り
あ
げ
た
い
。
本
来
な
ら
『
小
学
』
の
中
で
最
も
多
く
の
引
用
が
認
め
ら

れ
る
劉
清
之
『
戒
子
通
録（
６
）』

に
つ
い
て
ま
ず
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、『
戒
子
通
録
』
は
お
そ
ら
く
『
小
学
』
刊
行
後
に
成
書
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
高
く
、
朱
熹
が
『
小
学
』
編
纂
に
際
し
閲
覧
し
え
た
か
明
確
に

し
難
い
。
し
か
し
、
劉
清
之
が
『
小
学
』
の
草
稿
と
な
る
書
を
編
纂
し
た

際
に
集
め
た
多
く
の
原
稿
が
『
戒
子
通
録
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
朱
熹
『
小
学
』
に
は
、
明
ら
か
に
『
戒
子
通
録
』
か
ら
引
用
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
文
章
が
存
し
て
い
る（
７
）が

、
劉
清
之
が
編
纂
し
た
『
小

学
』
の
草
稿
が
伝
わ
ら
な
い
た
め
具
体
的
な
こ
と
は
明
ら
か
に
し
得
な

い
。

　
『
童
蒙
訓
』
三
巻
は
呂
本
中
（
一
〇
八
四
～
一
一
四
五
）
の
著
。
呂
本

中
は
、
呂
祖
謙
（
一
一
三
七
～
一
一
八
一
）
の
大
伯
父
に
あ
た
る
。『
四

庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
九
二
で
は
「
童
蒙
訓
三
巻
」
は
「
家
塾
訓
課
の

本
」
と
あ
る
。
現
行
本
は
上
中
下
三
巻
に
分
か
れ
、
全
体
に
わ
た
っ
て
程

顥
・
程
頤
・
張
載
・
呂
希
哲
・
胡
瑗
・
邵
雍
・
徐
積
等
の
言
行
を
引
用

し
、
学
問
・
立
身
・
読
書
・
師
友
・
仕
官
に
関
す
る
文
章
を
採
録
す
る
。

童
蒙
に
教
え
を
説
い
た
り
、
戒
め
を
述
べ
た
り
す
る
形
式
で
は
な
く
、
童

蒙
教
育
に
関
わ
る
先
賢
の
善
言
を
引
用
し
て
ま
と
め
て
い
く
。
そ
し
て
引

用
す
る
先
賢
は
お
そ
ら
く
同
時
代
で
あ
る
宋
人
に
限
ら
れ
て
い
る
。
お
そ

ら
く
と
言
う
の
は
、
現
在
伝
わ
る
『
童
蒙
訓
』
は
原
型
書
で
は
な
い
と
思
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わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
朱
熹
『
小
学
』
や
呂
祖
謙
『
少
儀
外
伝
』、
劉
清

之
『
戒
子
通
録
』
で
『
童
蒙
訓
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
い
る
文
章
が
、
現

行
本
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る（
８
）。

　

さ
ら
に
、『
童
蒙
訓
』
に
は
詩
話
も
収
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

朱
熹
が
呂
祖
謙
に
与
え
た
書
簡
の
中
で
、「
舍
人
丈
〔
呂
本
中
〕
の
著
す

所
の
童
蒙
訓
は
則
ち
極
め
て
詩
文
を
論
じ
、
必
ず
蘇
黄
〔
蘇
軾
・
黄
庭

堅
〕
を
以
て
法
と
為
す
」（『
朱
文
公
文
集
』
巻
三
三
「
答
呂
伯
恭
」
五
）

と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
撰
者
不
明
『
竹
荘
詩
話
』
に
は
、

『
童
蒙
訓
』
を
出
典
と
す
る
詩
話
に
関
す
る
文
章
が
十
三
条
収
め
ら
れ
て

い
る
。『
竹
荘
詩
話
』
は
、
宋
代
に
執
筆
さ
れ
た
書
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

お
そ
ら
く
も
と
も
と
『
童
蒙
訓
』
に
は
朱
熹
が
見
た
よ
う
に
詩
話
に
関
す

る
話
柄
が
収
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
竹
荘
詩
話
』
に
見
え
る
十

三
条
は
、
古
詩
十
九
首
・
曹
植
・
陸
機
・
孟
浩
然
・
李
白
・
蘇
軾
・
黄
庭

堅
・
秦
観
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
宋
人
の
詩
だ
け
を
論
じ

た
も
の
で
は
な
い
。

　

も
と
の
書
籍
が
ど
の
よ
う
な
構
成
で
あ
っ
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
詩

話
に
関
す
る
も
の
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
基
本
的

に
『
童
蒙
訓
』
は
宋
人
の
言
説
を
採
録
し
た
書
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
配
列

に
関
し
て
見
て
み
る
と
、
全
三
巻
の
う
ち
巻
上
と
巻
下
に
学
問
に
関
す
る

話
題
が
比
較
的
多
く
見
え
る
も
の
の
、
明
確
な
配
列
基
準
は
把
握
し
難

い
。

　
『
童
蒙
訓
』
に
は
呂
本
中
が
接
し
た
北
宋
の
道
学
者
の
言
を
多
く
収
め

て
い
る
た
め
、
朱
熹
は
『
二
程
外
書
』
を
編
纂
す
る
際
に
、『
童
蒙
訓
』

を
参
照
し
て
い
る
。『
二
程
外
書
』
巻
一
二
に
「
右
四
条
、
呂
氏
童
蒙
訓

に
見
ゆ
」
と
記
し
て
、『
二
程
遺
書
』
に
漏
れ
た
二
程
子
の
語
を
四
条
ほ

ど
収
め
て
い
る
の
で
あ
る（
９
）。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
朱
熹
が
『
童
蒙

訓
』
を
見
た
の
は
、『
遺
書
』
を
編
纂
し
た
乾
道
四
年
（
一
一
六
八
）
以

降
『
外
書
』
を
編
纂
す
る
乾
道
九
年
（
一
一
七
三
）
以
前
の
こ
と
と
な
ろ

う
か
。
特
に
『
童
蒙
訓
』
に
言
及
す
る
「
答
范
伯
崇
」
八
（『
朱
文
公
文

集
』
巻
三
九
）
が
乾
道
五
年
の
書
簡
と
推
定（

（（
（

さ
れ
て
い
る
た
め
、
お
そ
ら

く
乾
道
四
年
の
『
遺
書
』
編
纂
後
、
ほ
ど
な
く
し
て
目
に
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
朱
熹
自
身
は
『
童
蒙
訓
』
の
こ
と
を
、「
呂
氏
童
蒙
訓
下
巻
の
数

条
は
、
防
閑
の
道
甚
だ
至
れ
り
、
皆
な
佩
服
す
可
し
」（『
朱
文
公
文
集
』

巻
三
九
「
答
范
伯
崇
」
八
）、「
呂
氏
童
蒙
訓
下
巻
の
守
官
の
法
を
論
ず
る

も
亦
た
頗
る
明
備
、
暇
日
更
に
試
み
に
之
を
攷
ふ
る
に
、
当
に
益
有
る
べ

し
」（
同
巻
四
五
「
答
欧
陽
慶
似
」
二
）
と
評
価
し
て
い
る
。

三

　

呂
祖
謙
『
少
儀
外
伝（

（（
（

』
も
ま
た
童
蒙
教
育
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
書
で
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あ
る
。
七
十
種
近
く
の
書
籍
か
ら
先
賢
の
言
行
を
採
録
し
、
最
初
の
書
名

は
『
帥
初
』、
後
に
『
辨
志
録
』
と
改
め
、
最
終
的
に
は
『
礼
記
』
少
儀

篇
か
ら
書
名
を
取
っ
て
『
少
儀
外
伝
』
と
定
め
た
と
言
う
（
呂
祖
倹
「
少

儀
外
伝
跋
」）。
明
初
に
は
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
方
孝
孺

（
一
三
五
七
～
一
四
〇
二
）
は
「
其
の
最
も
世
に
益
有
る
者
、
小
学
書
・

近
思
・
辯
志
二
録
の
若ご
と

き
は
、
已
に
大
い
に
行
は
る
」（『
遜
志
斎
集
』
巻

一
二
「
仕
学
規
範
序
」）
と
『
小
学
』『
近
思
録
』『
辨
志
録
』（『
少
儀
外
伝
』）

の
三
書
が
流
行
し
て
い
た
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
清
朝
の
頃
に
は
『
辨
志

録
』
は
散
佚
し
て
し
ま
う
。
た
ま
た
ま
『
永
楽
大
典
』
に
文
章
が
欠
け
る

こ
と
な
く
収
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
上
下
二
巻
に
分
け
て
復
元
し
た
の
が

現
在
伝
わ
る
『
少
儀
外
伝
』
で
あ
る
（『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
九
二

「
少
儀
外
伝
」）。

　

構
成
は
『
童
蒙
訓
』
と
同
じ
く
、
先
賢
の
言
を
引
用
し
て
ま
と
め
た
書

で
あ
る
。
韓
琦
・
呂
公
著
・
司
馬
光
・
張
載
・
范
純
仁
・
呂
希
哲
・
程

顥
・
程
頤
・
呂
本
中
か
ら
同
時
代
の
陸
九
齢
の
言
も
採
り
あ
げ
て
い
る
。

た
だ
し
、
歴
史
故
事
も
多
く
収
め
て
お
り
、
漢
代
の
馬
援
・
朱
勃
・
江
革

の
話
題
か
ら
『
三
国
志
』『
世
説
新
語
』『
北
史
』『
南
史
』『
旧
唐
書
』
等

に
見
え
る
人
物
も
採
り
あ
げ
て
い
る
。
内
容
は
、
学
問
・
洒
掃
応
対
な
ど

の
具
体
的
な
礼
の
細
則
か
ら
人
倫
・
家
族
・
交
友
・
仕
官
・
訓
戒
な
ど
の

多
岐
に
亘
る
。
引
用
し
た
条
の
末
尾
に
は
小
字
注
で
書
名
が
記
さ
れ
て
お

り
、
冒
頭
は
同
時
代
の
宋
人
の
言
を
引
く
。
巻
上
・
巻
下
そ
れ
ぞ
れ
が
お

お
よ
そ
引
用
書
の
時
代
順
で
並
ん
で
い
る
が
、
徹
底
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。

　
『
少
儀
外
伝
』
が
い
つ
成
書
さ
れ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
朱
熹
の
淳

煕
六
年
（
一
一
七
九
）
の
書
簡
「
答
呂
伯
恭
」
七
十
（『
朱
文
公
文
集
』

巻
三
四
）
に
、「
辨
志
録
は
偶
た
ま
帯
来
せ
ず
、
塾
（
長
子
朱
塾
）
を
し

て
一
本
を
写
さ
令
め
ん
と
欲
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
よ
り

少
し
前
に
ま
と
め
た
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

朱
熹
は
い
か
に
『
少
儀
外
伝
』
を
見
て
い
た
か
。『
朱
子
語
類
』
に
一

条
だ
け
、『
少
儀
外
伝
』
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

呂
伯
恭
（
祖
謙
）
の
『
少
儀
外
伝
』
に
細
々
と
し
た
こ
と
が
多
い

こ
と
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
。「
人
の
見
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
は
な
い
。

私
は
人
の
大
節
と
は
っ
き
り
し
た
と
こ
ろ
を
見
る
こ
と
を
好
み
、
こ

の
よ
う
な
細
々
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
ざ
っ
と
眺
め
る
だ
け
に
す

る
。
と
こ
ろ
が
伯
恭
は
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
理
解
す
る
こ
と
を
好

み
、
そ
の
間
に
は
「
恥
を
忍
ぶ
」
の
説
を
多
く
引
用
し
、
と
り
わ
け

義
を
損
な
っ
て
い
る
。」

因
説
伯
恭
少
儀
外
傳
多
瑣
碎
處
、
曰
、
人
之
所
見
不
同
。
某
只
愛

看
人
之
大
體
大
節
、
磊
磊
落
落
處
、
這
般
瑣
碎
便
懶
看
。
伯
恭
又
愛
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理
會
這
處
、
其
間
多
引
忍
恥
之
説
、
最
害
義
。（『
朱
子
語
類
』
巻
一

二
二
・
22
条
）

　
『
少
儀
外
伝
』
に
採
り
あ
げ
る
内
容
が
些
事
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
い
る

と
評
価
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
が
、
細
部
に
お
い
て
異
論

は
あ
ろ
う
と
も
、
朱
熹
は
『
少
儀
外
伝
』
の
発
想
に
基
本
的
に
は
賛
同
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
家
訓
・
家
誡
に
つ
い
て
簡
単
に
だ
け
触
れ
て
お
き
た
い（

（（
（

。
子
弟

を
戒
め
る
家
訓
や
訓
戒
も
童
蒙
教
育
の
書
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
の

内
容
に
は
学
問
や
道
徳
、
処
世
訓
な
ど
が
多
い
。
系
統
的
に
ま
と
め
た
書

と
し
て
は
、
司
馬
光
の
『
書
儀
』
や
『
家
範
』
が
あ
る
。『
書
儀
』
は
、

表
奏
・
公
文
・
私
書
・
家
書
か
ら
、
冠
儀
・

儀
・
喪
儀
な
ど
い
わ
ゆ
る

冠
婚
葬
祭
の
礼
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、『
家
範
』
は
祖
・
父
・
母
・

子
・
女
・
孫
な
ど
家
族
道
徳
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
女
児
に
対
す

る
教
育
を
考
え
る
こ
と
も
あ
り
、
朱
熹
も
曹
大
家
（
班
昭
）
の
『
女
戒
』

を
司
馬
光
『
家
範
』
と
と
も
に
勧
め
て
い
る
こ
と
が
『
朱
子
語
類
』
に
見

え
る
（
巻
七
・
18
条
）。

　

以
上
、
ま
だ
ま
だ
遺
漏
は
多
い
な
が
ら
、
簡
単
に
要
約
し
て
み
た
い
。

宋
代
、
特
に
朱
熹
『
小
学
』
以
前
に
お
け
る
訓
蒙
書
に
は
、（
Ａ
）
韻
文
、

（
Ｂ
）
自
述
、（
Ｃ
）
引
用
集
成
の
三
種
の
形
式
が
あ
り
、
学
ぶ
内
容
と
し

て
は
、（
一
）
文
字
、（
二
）
歴
史
故
事
、（
三
）
学
問
の
重
要
性
、（
四
）

教
訓
・
訓
戒
、（
五
）
孝
・
家
族
道
徳
、（
六
）
冠
婚
葬
祭
の
礼
、（
七
）

日
常
の
礼
、（
八
）
仕
官
・
処
世
訓
、（
九
）
詩
文
・
詩
話
、（
十
）
女
戒

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
李
瀚
『
蒙
求
』
な
ど
は
（
Ａ
）
四
言
一
句
の
韻
文

と
（
Ｃ
）
史
書
か
ら
の
引
用
を
併
せ
な
が
ら
、（
二
）
歴
史
故
事
や
（
三
）

学
問
の
重
要
性
、（
四
）
教
訓
、（
五
）
父
母
へ
の
孝
な
ど
の
内
容
を
持
つ

こ
と
に
な
る
。（
Ｂ
）
自
述
の
形
式
は
、
家
訓
や
子
弟
へ
の
戒
め
に
多
く
、

『
顔
子
家
訓
』
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
呂
本
中
『
童
蒙
訓
』
は
家
訓
と

い
う
位
置
づ
け
で
は
あ
る
が
、
す
べ
て
（
Ｃ
）
宋
代
の
先
賢
の
引
用
に

よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
訓
蒙
書
に
お
い
て
、（
Ｂ
）
自
述
と
い
う

形
式
や
注
釈
体
は
ほ
と
ん
ど
採
ら
れ
ず
、（
Ｃ
）
経
史
の
文
や
先
賢
の
言

を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
編
纂
す
る
こ
と
が
多
い
。
朱
熹
の
『
孝
経
刊

誤
』
が
あ
る
い
は
童
蒙
向
け
も
想
定
し
た
試
み
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、『
四
書
』『
小
学
』
ほ
ど
に
は
機
能
し
な
か
っ
た（

（（
（

。

四

　

淳
煕
二
年
（
一
一
七
五
）、
朱
熹
は
呂
祖
謙
と
共
に
『
近
思
録
』
を
編

纂
。
長
子
朱
塾
を
呂
祖
謙
に
従
学
さ
せ
て
お
り
、
二
人
の
間
で
は
童
蒙
教

育
と
い
う
こ
と
も
話
題
に
の
ぼ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
童
蒙
教
育
の
た
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め
の
書
と
し
て
ま
ず
呂
祖
謙
が
『
少
儀
外
伝
』（『
辨
志
録
』）
を
編
纂
。

成
書
時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
朱
熹
が
朱
塾
に
『
辨
志
録
』
を
写
し
て
く

る
よ
う
命
じ
て
い
る
の
が
淳
煕
六
年
（
一
一
七
九
）
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
よ
り
少
し
前
頃
に
成
書
し
た
か
。
淳
煕
八
年
（
一
一
八
一
）、
呂
祖
謙

が
亡
く
な
る
。
こ
の
頃
、
劉
清
之
と
も
童
蒙
教
育
に
つ
い
て
話
題
と
し
て

い
た
よ
う
で
あ
り
、
淳
煕
一
〇
年
（
一
一
八
三
）
の
書
簡
で
『
小
学
書
』

を
整
理
し
た
か
ど
う
か
尋
ね
、
劉
清
之
に
「
嘉
言
」「
善
行
」
を
付
け
足

す
こ
と
を
勧
め
て
い
る（

（（
（

。
そ
し
て
お
そ
ら
く
淳
煕
一
一
年
の
秋
冬
頃
に
劉

清
之
の
『
小
学
書
』
が
朱
熹
の
も
と
に
送
ら
れ
、
朱
熹
は
半
年
の
間
に

『
小
学
書
』
を
自
分
の
方
針
で
編
纂
し
な
お
し
、
古
今
の
故
事
を
増
補
し

て
全
六
篇
と
し
た
。「
小
学
書
題
」
を
執
筆
す
る
の
は
淳
煕
一
四
年
（
一

一
八
七
）
で
あ
る
が
、
そ
の
前
年
淳
煕
一
三
年
に
は
『
孝
経
刊
誤
』
を
成

書
し
て
い
る
。

　

朱
熹
の
方
針
で
『
小
学
』
が
改
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
一
例
と
し
て
、

引
用
さ
れ
た
『
孝
経
』
の
文
章
が
挙
げ
ら
れ
る
。
緒
方
賢
一
氏
は
、『
孝

経
刊
誤
』
と
『
小
学
』
所
収
『
孝
経
』
と
の
比
較
か
ら
、『
小
学
』
に
収

め
る
『
孝
経
』
の
文
章
は
、
朱
熹
が
『
孝
経
刊
誤
』
で
経
文
と
し
た
文
章

を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る（

（（
（

。
氏
の
指
摘
通
り
、『
孝
経
刊
誤
』

と
『
小
学
』
の
編
纂
は
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
淳
煕
一
〇
年
（
一
一
八
三
）
の
段
階
で
劉
清
之
に
「
嘉
言
」「
善

行
」
を
付
け
足
す
よ
う
促
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
お
そ
ら
く
呂
祖
謙

『
少
儀
外
伝
』
が
影
響
し
て
い
る
。『
少
儀
外
伝
』
に
は
、
宋
代
の
道
学
者

の
言
説
と
史
書
に
見
え
る
歴
史
上
の
人
物
の
言
行
が
混
在
し
、
朱
熹
『
小

学
』
と
話
柄
の
収
め
方
が
類
似
し
て
い
る
。『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻

九
二
・
少
儀
外
伝
で
も
、「
此
の
書
は
則
ち
旧
文
を
採
輯
し
、
体
例
は
朱

子
小
学
に
近
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
呂
本
中
『
童
蒙
訓
』
も
先
賢
の
言
説

を
引
用
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
同
じ
で
あ
る
が
、
宋
人
の
言
説

だ
け
を
対
象
と
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
呂
祖
謙
『
少
儀
外
伝
』
は
宋

人
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
上
の
人
物
の
「
嘉
言
懿0

行
」
を
収
め
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

朱
熹
は
『
小
学
』
編
纂
に
際
し
て
、
か
つ
て
『
訓
蒙
絶
句
』
を
作
っ
た

よ
う
に
韻
文
と
い
う
形
式
は
用
い
ず
、
ま
た
『
蒙
求
』
の
よ
う
に
要
点
を

四
言
で
提
示
す
る
と
い
う
こ
と
も
し
な
か
っ
た
。
経
書
・
史
書
と
先
賢
の

言
行
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
な
ら

他
の
訓
蒙
書
と
も
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
朱
熹

『
小
学
』
の
特
徴
は
、
経
書
を
始
め
と
す
る
漢
以
前
の
文
章
を
内
篇
（
巻

一
～
巻
四
）
に
、
漢
以
後
か
ら
同
時
代
の
宋
ま
で
の
文
章
を
外
篇
（
巻

五
・
巻
六
）
に
分
類
し
て
収
め
た
こ
と
で
あ
る
。
配
列
の
核
は
「
立
教
」

「
明
倫
」「
敬
身
」
の
三
つ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
巻
一
・
立
教
、
巻
二
・
明
倫
、

巻
三
・
敬
身
に
配
さ
れ
、
巻
四
で
漢
以
前
の
文
献
か
ら
立
教
・
明
倫
・
敬



宋代訓蒙書と朱熹『小学』— 199 —

身
の
参
考
と
な
る
言
行
を
、
巻
五
で
は
漢
以
後
の
文
献
か
ら
立
教
・
明

倫
・
敬
身
に
関
わ
る
嘉
言
を
、
巻
六
も
同
様
に
立
教
・
明
倫
・
敬
身
に
関

わ
る
善
行
を
ま
と
め
た
。「
立
教
」「
明
倫
」「
敬
身
」
を
分
け
、「
明
倫
」

で
は
さ
ら
に
五
倫
を
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
文
章
を
配
し
た
の
で
あ
る
。

無
論
、
王
観
国
が
李
瀚
『
蒙
求
』
を
批
判
し
た
よ
う
な
、
小
説
・
雑
書
か

ら
引
用
す
る
こ
と
は
な
い
。
司
馬
光
『
書
儀
』
や
『
家
範
』
の
よ
う
に
限

定
的
な
範
囲
に
お
い
て
系
統
立
て
ら
れ
た
書
は
あ
る
が
、『
小
学
』
以
前

の
訓
蒙
書
は
雑
駁
な
印
象
が
強
く
、『
小
学
』
の
構
成
の
良
さ
は
際
立
っ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
分
類
の
み
な
ら
ず
、
収
め
ら
れ
て
い
る
話
柄
も
あ

る
程
度
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
。『
小
学
』
外
篇
の
嘉
言
第
五
・
善

行
第
六
に
引
用
さ
れ
た
文
章
の
数
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

嘉
言
第
五
（
全
91
章
）	

　
　

善
行
第
六
（
全
81
章
）

広
立
教　

14
章	

実
立
教　

８
章

広
明
倫　

41
章	

実
明
倫　

45
章

　

父
子　
　
（
14
章
）	

　

父
子　
　
（
10
章
）

　

君
臣　
　
（
10
章
）	

　

君
臣　
　
（
８
章
）

　

夫
婦　
　
（
８
章
）	

　

夫
婦　
　
（
５
章
）

　

兄
弟　
　
（
４
章
）	

　

兄
弟　
　
（
10
章
）

　

朋
友　
　
（
３
章
）	

　

朋
友　
　
（
１
章
）

　

通
論　
　
（
２
章
）	

　

通
論　
　
（
11
章
）

広
敬
身　

36
章	

実
敬
身　

28
章

　

童
蒙
の
教
育
を
前
提
と
し
た
『
小
学
』
で
は
あ
る
が
、
五
倫
全
て
に
言

及
す
る
が
故
に
「
父
子
」
に
お
い
て
は
喪
礼
に
関
す
る
話
題
も
収
め
て
い

る
。「
広
明
倫
」
の
「
父
子
」
で
は
十
四
章
の
う
ち
四
章
が
、「
実
明
倫
」

の
「
父
子
」
で
は
十
章
の
う
ち
二
章
が
喪
礼
に
関
す
る
話
題
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
呂
本
中
『
童
蒙
訓
』
は
葬
礼
・
祭
祀
に
関
す
る
話
題
を
収
め

な
い
が
、『
少
儀
外
伝
』
で
は
「
葬
な
る
者
は
人
生
の
大
事
」
か
ら
始
ま

る
司
馬
光
『
家
範
』
巻
五
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
学
問
を

奨
励
し
た
り
処
世
訓
を
述
べ
た
り
す
る
童
蒙
書
と
、『
小
学
』『
少
儀
外
伝
』

が
想
定
し
て
い
る
も
の
は
異
な
る
と
言
え
よ
う
。
童
蒙
が
学
ぶ
べ
き
こ
と

と
し
て
、
学
問
や
身
の
敬
み
方
と
共
に
、
人
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
五
倫

を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

五

　

朱
熹
は
自
身
の
見
解
に
基
づ
い
て
『
小
学
』
に
収
め
る
話
柄
を
選
択
し

て
い
る
。
当
然
と
言
え
ば
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
た
と
え
ば
馬
援
の

戒
め
を
『
小
学
』
に
収
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
林
易
簡
か
ら
「
馬
援
は
譏
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議
を
以
て
諸
子
を
戒
む
る
も
、
譏
議
を
免
れ
ず
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
朱
熹
は
「
馬
援
の
言
は
自
ら
法
と
為
す
可
し
。
須
ら
く
此か

く
の

如
く
支
蔓
な
る
べ
か
ら
ず
。
此
く
の
如
く
ん
ば
則
ち
須
ら
く
此
の
段
を
削

去
す
べ
き
も
、
後
生
又
た
如
何
ぞ
此
の
一
段
の
説
話
を
聞
き
て
以
て
戒
め

と
為
す
を
得
ん
や
」（『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
四
・
答
□
易
簡
）
と
、
馬
援

の
戒
め
に
代
わ
る
よ
う
な
説
話
の
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
馬
援
の
よ
う

な
戒
め
は
、
こ
こ
に
し
か
見
え
な
い
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
朱
熹
は
呂
本
中
『
童
蒙
訓
』
下
巻
の
「
防
閑
」（
警
戒
・
省
察
）

「
守
官
」
に
関
す
る
数
条
を
評
価
す
る
が
、『
小
学
』
に
は
こ
れ
ら
の
条
を

収
め
て
い
な
い
。『
小
学
』
は
『
童
蒙
訓
』
か
ら
十
七
章
を
引
用
し
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
『
童
蒙
訓
』
上
巻
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、

下
巻
か
ら
は
採
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
は
『
小
学
』
に
関
す
る
見
解
が
関

係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。「
小
学
は
那
の
恭
敬
の
処
を
説
く
こ
と
多

く
、
那
の
防
禁
の
処
を
説
く
こ
と
少
な
し
」（『
朱
子
語
類
』
巻
一
〇
五
・

21
条
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
意
図
的
に
「
～
す
る
な
」
と

い
う
禁
止
系
の
話
題
を
抑
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。『
小
学
』
に
設
け

た
「
敬
身
」
を
想
定
す
る
と
、「
敬
」
に
努
め
る
た
め
に
は
禁
止
事
項
を

多
々
設
け
る
よ
り
も
、
こ
う
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
方
が

よ
い
。
あ
る
対
象
に
対
し
て
意
識
を
集
中
し
、
専
心
し
て
取
り
組
む
こ
と

を
奨
励
す
る
た
め
と
も
言
え
る
。

　

さ
ら
に
「
敬
」
と
共
に
、『
小
学
』
で
朱
熹
が
重
視
す
る
の
は
「
孝
」

で
あ
る
。
仁
・
理
・
性
な
ど
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
朱
熹

等
道
学
者
に
お
け
る
孝
の
位
置
づ
け
は
、
従
来
と
比
較
し
た
場
合
、
相
対

的
に
低
い
と
さ
れ
る（

（（
（

。
朱
熹
は
「
孝
」
を
あ
ら
ゆ
る
道
徳
の
根
本
と
し
て

で
は
な
く
、
仁
へ
の
端
緒
と
位
置
づ
け
、
ま
た
「
仁
は
是
れ
理
、
孝
弟
は

是
れ
事
」（『
朱
子
語
類
』
巻
二
〇
・
79
条
）、「
仁
は
是
れ
理
の
心
に
在
る

な
り
、
孝
弟
は
是
れ
心
の
事
に
見あ
ら

は
る
る
な
り
」（
語
類
巻
二
〇
・
126
条
）

と
あ
る
よ
う
に
、
孝
弟
は
具
体
的
な
「
事
」
で
あ
り
、
父
母
と
い
う
対
象

に
対
し
て
表
れ
た
「
用
」
と
な
る
。
朱
熹
に
と
っ
て
、『
小
学
』
の
編
纂

が
重
要
だ
っ
た
の
は
『
四
書
』
な
ど
大
学
で
学
ぶ
べ
き
「
事
の
理
」
の

「
事
」
を
小
学
の
段
階
に
お
い
て
獲
得
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。「
小
学
と

は
、
其
の
事
を
学
ぶ
。
大
学
と
は
、
其
の
小
学
の
学
ぶ
所
の
事
の
所
以
を

学
ぶ
」（『
朱
子
語
類
』
巻
七
・
６
条
）
と
い
う
至
極
当
た
り
前
の
こ
と
も
、

学
ぶ
べ
き
「
事
」
を
見
失
っ
て
い
て
は
何
も
も
の
に
な
ら
な
い
。『
小
学
』

は
こ
の
「
事
」
を
提
示
す
る
試
み
で
あ
り
、
孝
は
そ
の
な
か
の
一
つ
に
過

ぎ
な
い
こ
と
と
な
る
。
立
教
・
明
倫
・
敬
身
、
特
に
明
倫
（
五
倫
）
の
話

題
を
孝
に
特
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
調
和
を
保
ち
な
が
ら
ま
と
め
た
こ
と

に
よ
っ
て
、「
孝
」
は
あ
く
ま
で
明
倫
（
五
倫
）
の
一
つ
と
な
り
、
ま
た

小
学
で
学
ぶ
べ
き
「
事
」
の
一
つ
と
な
る
。「
孝
」
は
人
倫
の
最
も
重
要

な
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
重
み
を
持
た
せ
る
こ
と
な
く
、
五
倫
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の
実
践
道
徳
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
。
言
い
方
を
換
え
れ
ば
、

あ
る
一
つ
の
関
係
性
に
特
化
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
関
係
性
の
中

に
自
分
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
倫
理
に
努
め
る
べ
き
こ
と
が
強

調
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

　

ま
た
、
全
体
的
な
配
置
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
具
体
的
な
話
題
に
つ
い

て
も
朱
熹
は
調
和
を
保
ち
な
が
ら
取
捨
選
択
し
て
い
る
。
試
み
に
善
行
第

六
の
「
明
倫
」
の
「
父
子
」
に
関
す
る
十
章
を
採
り
あ
げ
て
み
た
い
。
こ

れ
ら
十
章
に
お
け
る
孝
の
対
象
を
列
挙
す
れ
ば
、
父
（
15
章
）、
母

（
９
・
17
章
）、
父
母
（
13
章
）、
父
と
継
母
（
10
・
11
章
）、
亡
父
（
12

章
）、
亡
母
（
16
章
）、
亡
父
・
亡
母
（
18
章
）、
姑
（
14
章
）
と
な
る
。

孝
養
を
尽
く
す
状
況
も
、
自
宅
で
恭
勤
に
事
え
る
以
外
に
、
兵
乱
・
貧
窮

（
９
章
）、
家
を
追
い
出
さ
れ
な
が
ら
、
日
々
父
母
の
も
と
に
通
う
（
10

章
）、
父
の
非
命
の
死
を
痛
み
、
父
の
墓
側
に
暮
ら
す
（
12
章
）、
遠
方
に

い
る
父
の
急
病
を
察
知
（
15
章
）、
幼
い
頃
、
父
に
追
い
出
さ
れ
た
母
を

六
十
歳
に
し
て
探
し
出
す
（
17
章
）
な
ど
多
岐
に
渡
る
。
朱
熹
が
参
看
し

た
童
蒙
書
を
概
観
す
る
だ
け
で
も
、
も
っ
と
多
く
の
孝
に
関
す
る
善
行
を

集
め
る
こ
と
は
出
来
た
で
あ
ろ
う
が
、
敢
え
て
し
な
か
っ
た
と
言
え
よ

う
。
ま
た
「
孝
」
に
過
度
な
重
み
を
持
た
せ
る
よ
う
な
話
柄
、
た
と
え
ば

孝
に
よ
っ
て
天
地
自
然
や
動
植
物
が
動
か
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
話
柄
も

基
本
的
に
は
収
め
な
い
。
た
だ
一
章
だ
け
例
外
が
あ
る
。
先
に
『
小
学
』

は
朱
熹
の
見
解
に
基
づ
い
て
話
柄
を
選
択
し
た
と
述
べ
た
が
、
王
祥
の
話

だ
け
は
朱
熹
の
見
解
に
合
致
す
る
も
の
か
ど
う
か
危
う
く
、
最
後
に
こ
の

こ
と
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

六

　
『
小
学
』
善
行
巻
六
の
11
章
に
は
、
王
祥
の
話
を
収
め
る
。『
蒙
求
』
に

も
採
ら
れ
て
い
る
有
名
な
逸
話
で
あ
る
。
厳
寒
の
折
、
生
魚
が
食
べ
た
い

と
い
う
母
の
願
い
を
叶
え
よ
う
と
、
王
祥
が
氷
を
割
っ
て
水
中
に
入
ろ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
鯉
が
飛
び
出
て
き
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
小
学
』

で
は
鯉
が
飛
び
出
す
と
こ
ろ
だ
け
で
な
く
、
王
祥
が
継
母
に
譏
ら
れ
、
父

の
愛
を
失
い
な
が
ら
も
、
よ
く
父
母
に
恭
勤
に
事
え
、
看
病
し
た
と
い
う

話
が
前
半
を
占
め
、
後
半
に
「
臥
氷
求
鯉
」
の
話
を
収
め
る
。

　

こ
の
王
祥
の
い
わ
ゆ
る
「
孝
感
」（
孝
に
感
じ
て
氷
下
よ
り
鯉
が
出
て

く
る
）
の
話
柄
に
は
程
頤
も
注
目
し
て
お
り
、「
孝
弟
の
至
は
、
神
明
に

通
ず
。
神
明
・
孝
弟
は
是
れ
両
般
の
事
な
ら
ず
。
只
だ
孝
弟
は
便
ち
是
れ

神
明
の
理
。
又
た
問
ふ
、
王
祥
孝
感
の
事
は
、
是
れ
神
明
に
通
ず
る
や
否

や
、
と
。
曰
く
、
此
れ
も
亦
た
是
れ
神
明
に
通
ず
る
の
一
事
な
り
。
此
れ

感
格
は
便
ち
是
れ
王
祥
の
誠
中
よ
り
来
る
、
王
祥
の
此
に
孝
に
し
て
物
の

彼
よ
り
来
る
に
非
ざ
る
な
り
」（『
二
程
遺
書
』
巻
一
八
）
と
論
じ
て
い
る
。
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『
孝
経
』
の
「
孝
弟
の
至
は
、
神
明
に
通
ず
」
と
王
祥
孝
感
の
話
柄
を
結

び
つ
け
る
の
で
あ
る
が
、
朱
熹
は
そ
も
そ
も
『
孝
経
刊
誤
』
編
纂
に
お
い

て
、
程
頤
の
言
う
『
孝
経
』
の
一
文
を
経
文
で
は
な
く
、
伝
文
に
位
置
づ

け
て
い
る
。
王
祥
の
話
は
、「
孝
」
に
人
倫
以
上
の
過
度
な
重
み
を
持
た

せ
か
ね
な
い
も
の
が
あ
り
、
朱
熹
に
と
っ
て
は
受
け
入
れ
難
い
も
の
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

同
じ
く
善
行
第
六
に
は
15
章
に
庾
黔
婁
の
話
を
収
め
て
い
る
。
病
い
の

重
い
父
の
た
め
、「
夕
に
至
れ
ば
毎
に
北
辰
に
稽
顙
し
、
身
を
以
て
代
は

ら
ん
こ
と
を
求
む
」
と
祷
り
を
捧
げ
た
。『
梁
書
』
巻
四
七
、『
南
史
』
巻

五
〇
で
は
こ
の
祷
り
の
後
に
、「
俄
か
に
空
中
に
声
有
る
を
聞
く
」
と
続

い
て
、
庾
黔
婁
の
「
誠
祷
」
が
天
に
届
い
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
く

の
で
あ
る
が
、
朱
熹
は
こ
の
後
半
を
『
小
学
』
に
は
収
め
な
い
。
父
の
た

め
に
熱
心
に
祷
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
15
章
は
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ

る（
（（
（

。
庾
黔
婁
の
よ
う
に
王
祥
の
話
も
後
半
を
刪
去
す
る
と
い
う
こ
と
は
せ

ず
、「
臥
氷
求
鯉
」
の
話
を
収
め
た
の
は
な
ぜ
か
。
朱
熹
は
王
祥
孝
感
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
。『
朱
子
語
類
』
中
に
は
二
条
の
問
答
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。

鄭
可
学
「
王
祥
孝
感
の
事
は
、
伊
川
は
ど
の
よ
う
に
説
い
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。」

朱
子
「
程
先
生
は
多
く
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
物
我
一
同

を
説
こ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
孝
は
王
祥
で
あ
り
、
魚
は
水
中
の

生
物
で
あ
り
、
分
け
ざ
る
を
得
な
い
。
も
し
感
応
を
説
く
な
ら
ば
、

た
だ
己
れ
が
感
じ
る
と
言
う
だ
け
で
、
物
も
感
応
し
た
と
言
う
べ
き

で
は
な
い
。」

問
、
王
祥
孝
感
事
、
伊
川
説
如
何
。
曰
、
程
先
生
多
有
此
處
、
是

要
説
物
我
一
同
。
然
孝
是
王
祥
、
魚
是
水
中
物
、
不
可
不
別
。
如
説

感
應
、
亦
只
言
己
感
、
不
須
言
物
。（『
朱
子
語
類
』
巻
九
七
・
92
条
）

王
祥
の
孝
感
は
、
た
だ
誠
が
こ
ち
ら
で
発
し
、
物
（
魚
）
が
あ
ち

ら
で
感
応
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
内
に
感
じ
た
と
考
え
た
り
、
誠
よ

り
す
る
も
の
と
考
え
た
り
す
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
う
で
は
な
い
。
王

祥
は
も
と
よ
り
王
祥
で
あ
り
、
魚
も
も
と
よ
り
魚
で
あ
る
。
今
人
は

理
を
論
じ
る
の
に
、
渾
然
と
し
た
境
地
を
包
み
合
わ
せ
る
よ
う
に
し

て
し
ま
う
。
二
つ
は
全
く
の
別
物
で
あ
る
と
は
い
え
、
無
理
矢
理
混

淆
さ
せ
て
説
い
て
も
、
そ
う
だ
と
は
限
ら
な
い
。
世
間
の
事
は
千
差

万
別
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
実
は
た
だ
一
つ
の
道
理
で
あ
り
、
こ

れ
を
「
理
一
分
殊
」
と
言
う
。
感
通
に
至
れ
ば
、
自
然
と
首
尾
一
貫

し
、
こ
ち
ら
か
ら
発
し
て
外
の
も
の
が
感
じ
た
り
、
外
か
ら
来
て
私

が
感
じ
た
り
す
る
こ
と
も
、
す
べ
て
は
一
理
な
の
で
あ
る
。
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王
祥
孝
感
、
只
是
誠
發
於
此
、
物
感
於
彼
。
或
以
爲
內
感
、
或
以

爲
自
誠
中
來
、
皆
不
然
。
王
祥
自
是
王
祥
、
魚
自
是
魚
。
今
人
論

理
、
只
要
包
合
一
箇
渾
淪
底
意
思
、
雖
是
直
截
兩
物
、
亦
強
袞
合

説
、
正
不
必
如
此
。
世
間
事
雖
千
頭
萬
緒
、
其
實
只
一
箇
道
理
、
理

一
分
殊
之
謂
也
。
到
感
通
處
、
自
然
首
尾
相
應
。
或
自
此
發
出
而
感

於
外
、
或
自
外
來
而
感
於
我
、
皆
一
理
也
。（『
朱
子
語
類
』
巻
一
三

六
・
35
条
）

　

朱
熹
は
文
章
そ
の
ま
ま
に
、
王
祥
の
孝
に
感
応
し
て
魚
が
現
わ
れ
た
と

は
解
釈
し
な
い
。『
語
類
』
で
の
問
答
か
ら
す
れ
ば
、
朱
熹
が
注
目
す
る

の
は
、
王
祥
の
孝
と
魚
と
は
別
々
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
そ
こ
に
通
底
す

る
理
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
、
そ
れ
が
理
一
分
殊
を
考
究
す
る
端
緒

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
呂
祖
謙
な
ど
は
そ
も
そ
も
王
祥
に
つ
い
て

言
及
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
朱
熹
は
王
祥
の
話
を
『
小
学
』
善
行
の
孝
に

採
り
あ
げ
た
。「
孝
感
」
に
関
す
る
話
題
が
多
い
が
故
に
、
有
名
な
王
祥

を
採
り
あ
げ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
孝
感
と
い
う
事

象
を
肯
定
的
に
強
調
す
る
た
め
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
受
け
入
れ
が
た
い

こ
と
で
も
す
ぐ
に
切
り
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
し
ば
ら
く
措
い
て
お
の
ず

と
理
解
が
ゆ
き
わ
た
る
の
を
待
つ
、
と
い
う
朱
熹
の
姿
勢
に
起
因
す
る
こ

と
か
も
し
れ
な
い
が
、
王
祥
孝
感
の
話
を
『
小
学
』
に
収
め
た
こ
と
は
、

結
果
的
に
『
小
学
』
が
提
示
す
る
孝
の
「
事
」
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に

な
っ
た
。結

　

後
世
、
朱
子
学
の
普
及
に
伴
っ
て
、
ま
ず
朱
熹
『
小
学
』
を
目
に
す
る

が
故
に
、『
小
学
』
の
よ
う
な
配
列
を
当
た
り
前
の
定
式
と
感
じ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
時
に
お
い
て
は
お
そ
ら
く
呂
祖
謙
『
少

儀
外
伝
』
の
よ
う
な
引
用
し
た
書
目
ご
と
に
ま
と
め
る
と
い
う
形
式
が
主

流
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
劉
清
之
の
『
戒
子
通
録
』
も
引
用
書
目
ご
と
の

ま
と
め
と
な
っ
て
い
る
。
童
蒙
の
教
育
を
想
定
し
た
書
籍
に
お
い
て
、
朱

熹
『
小
学
』
が
五
倫
す
べ
て
を
包
括
し
て
分
類
し
た
こ
と
は
、
当
時
に
お

い
て
異
例
の
体
裁
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
ま
た
人
々
の
目
に
新
鮮
に
映
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
小
学
』
の
書
は
そ
れ
単
体
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で

大
学
の
学
の
た
め
の
基
を
学
ぶ
た
め
の
書
で
あ
る
。
洒
掃
応
対
進
退
な
ど

の
礼
の
細
則
に
つ
い
て
は
、『
小
学
』
内
篇
に
収
め
た
経
書
か
ら
学
び
、

反
復
習
慣
化
し
て
培
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
補
う
こ
と
に

な
る
外
篇
の
嘉
言
・
善
行
の
話
柄
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
朱
熹
が
閲
覧

し
た
書
籍
か
ら
す
れ
ば
、
も
っ
と
多
く
の
話
柄
を
収
め
る
こ
と
も
容
易
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だ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
立
教
・
明
倫
（
父
子
・
君
臣
・
夫
婦
・
兄
弟
・
朋

友
）・
敬
身
に
亘
る
も
の
を
調
和
を
保
ち
な
が
ら
収
め
る
こ
と
を
優
先
し

た
と
考
え
得
る
。
後
学
の
士
た
ち
が
『
小
学
』
を
読
ん
で
ま
ず
感
じ
る
の

は
、「
孝
」
と
「
敬
」
の
提
示
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
大
学
の
学
（『
大
学
』

『
論
語
』『
孟
子
』『
中
庸
』）
と
の
連
携
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。『
小
学
』

が
提
示
す
る
孝
は
あ
く
ま
で
五
倫
の
一
つ
、
小
学
で
学
ぶ
べ
き
「
事
」
の

一
つ
で
あ
り
、
大
学
の
学
に
お
い
て
そ
の
「
事
の
理
」
を
探
求
し
て
こ
そ

意
味
を
持
つ
。
孝
は
仁
（
理
）
に
至
る
た
め
の
端
緒
で
あ
り
、
ま
た
仁

（
理
）
の
用
な
の
で
あ
る
。
朱
熹
の
見
解
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
で
あ
ろ
う
王

祥
孝
感
の
話
柄
も
、
あ
る
い
は
『
小
学
』
で
提
示
し
て
お
く
べ
き
「
事
」

と
判
断
し
て
収
録
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
小
学
』
が

提
示
す
る
の
は
、
格
物
や
敬
の
対
象
と
な
る
べ
き
「
事
」
で
あ
り
、
童
蒙

向
け
の
書
籍
だ
か
ら
と
い
っ
て
学
問
の
幅
を
狭
め
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な

い
。
む
し
ろ
様
々
な
関
係
性
の
中
で
道
理
を
考
え
、
実
践
す
る
た
め
の
素

地
が
示
さ
れ
て
い
る
。
朱
熹
は
童
蒙
向
け
だ
か
ら
と
い
っ
て
妥
協
す
る
こ

と
な
く
、
大
学
の
学
と
同
じ
範
囲
で
小
学
の
学
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
『
小
学
』
は
学
ぶ
の
に
足
る
書
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。

　

南
宋
末
以
降
、『
小
学
』
は
『
四
書
』
と
共
に
盛
行
し
て
い
く
が
、
そ

の
背
景
に
は
、
書
籍
と
し
て
の
適
切
な
分
量
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
宋
末
元
初
の
戴
表
元
（
一
二
四
四
～
一
三
一
〇
）
は
、
朱
熹

の
著
作
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

甲
辰
・
乙
巳
の
頃
〔
淳
祐
四
年
・
五
年
〕
に
な
る
と
、
朱
子
の
説

を
用
い
て
甲
科
と
な
る
者
が
現
れ
た
。
天
下
四
方
は
に
わ
か
に
争
っ

て
朱
子
学
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
我
が
郷
里
〔
慶
元
奉
化
〕
は
遠

い
片
田
舎
で
あ
っ
た
た
め
、
よ
う
や
く
朱
子
の
著
書
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。
大
抵
、
朱
子
の
著
書
は
『
周
易
本
義
』『
四
書
集

註
』『
小
学
』
が
完
本
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
は
脱
稿
し
て

い
な
か
っ
た
り
、
他
者
の
文
が
紛
れ
て
い
た
り
し
て
完
全
な
一
冊
の

書
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

及
甲
辰
乙
巳
間
、
有
用
其
説
取
甲
科
者
。
四
方
翕
然
争
售
朱
學
、

而
吾
郷
以
遠
僻
、
方
獲
盡
見
徽
文
公
所
著
書
。
大
抵
諸
書
、
惟
易
本

義
、
四
書
註
、
小
學
書
、
最
爲
完
備
。
其
餘
或
未
經
脱
稾
、
或
雜
出

他
手
非
全
書
也
。（『
剡
源
文
集
』
巻
七
・
于
景
龍
註
朱
氏
小
学
書

序
）

　

淳
祐
四
年
～
五
年
（
一
二
四
四
～
四
五
）
以
降
に
出
回
っ
て
い
た
朱
熹

の
完
本
は
『
周
易
本
義
』『
四
書
集
注
』『
小
学
』
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

に
は
無
論
、
内
容
的
な
関
心
の
高
さ
が
大
前
提
と
な
る
が
、
一
書
と
し
て
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適
切
な
分
量
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
朱
熹
の
著
作
で
あ
っ
て
も

大
部
の
書
は
遺
漏
激
し
く
、
ひ
ど
い
場
合
は
関
係
の
な
い
文
章
ま
で
入
り

込
ん
で
い
た
と
言
う
。
こ
の
問
題
は
印
刷
技
術
の
発
展
と
共
に
解
消
さ
れ

る
が
、
南
宋
の
あ
る
地
域
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
南
宋
末
以
降
、『
小
学
』
は
盛
ん
に
刊
行

さ
れ
、
童
蒙
の
み
な
ら
ず
士
人
や
郷
里
の
人
々
が
学
ん
で
い
く
こ
と
と
な

る
。

注（１
）	『
小
学
』
に
つ
い
て
は
、
劉
清
之
が
編
集
し
た
こ
と
を
重
視
す
る
見
解
も
あ
る

が
、
現
在
伝
わ
る
『
小
学
』
は
朱
熹
の
編
纂
方
針
に
基
づ
い
て
著
さ
れ
た
書
で

あ
る
。
拙
稿
「
朱
熹
『
小
学
』
編
纂
考
―
―
劉
清
之
小
学
書
か
ら
の
改
修
に
関
し

て
―
―
」『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
一
三
号
（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）
参

照
。

（
２
）	『
百
家
姓
』
が
い
つ
か
ら
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
陸
游
（
一
一
二
五
～
一
二

一
〇
）
の
頃
に
は
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
陸
游
「
秋
日
郊
居
」
詩
（『
剣

南
詩
稿
』
巻
二
五
所
収
）
に
「
兒
童
冬
學
閙
比
鄰
、
據
案
愚
儒
却
自
珍
、
授
罷
村

書
閉
門
睡
、
終
年
不
著
面
看
人
」
と
あ
り
、
そ
の
自
注
に
「
所
讀
雜
字
百
家
姓
之

類
、
謂
之
村
書
」
と
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

（
３
）	

訓
蒙
絶
句
は
朱
熹
の
作
で
な
い
と
い
う
疑
い
も
あ
る
が
、
束
景
南
氏
は
朱
熹
の
作

と
し
て
、
隆
興
元
年
（
一
一
六
三
）
に
成
書
し
た
と
推
定
す
る
。『
朱
熹
年
譜
長

編
』
巻
上
（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
九
月
、
315
頁
）。
ま
た
、
熊

瑜
「
朱
熹
家
庭
教
育
簡
論
」『
四
川
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
二
〇
〇
二

年
五
期
参
照
。

（
４
）	

朱
熹
よ
り
後
の
時
代
で
あ
る
が
、
元
の
呉
澄
は
『
千
字
文
』『
蒙
求
』
の
よ
う
な

読
誦
を
優
先
し
た
も
の
を
批
判
す
る
。
呉
澄
「
虞
舜
民
禮
學
韻
語
序
」（『
呉
文
正

集
』
巻
一
七
。『
性
理
大
全
書
』
巻
四
三
・
小
学
に
も
収
録
）。

（
５
）	

書
名
に
「
蒙
求
」
と
は
冠
さ
な
い
が
、
黄
斉
賢
『
通
鑑
韻
語
』
の
よ
う
に
李
瀚

『
蒙
求
』
の
四
言
体
に
倣
っ
て
著
し
た
史
書
も
あ
る
。
趙
希
弁
『
郡
斎
読
書
志
』

巻
五
上
・
小
学
類
に
「
通
鑑
韻
語
九
卷　

右
黄
日
新
齊
賢
所
著
也
。
大
略
如
李
瀚

蒙
求
四
言
體
、
而
列
其
事
於
左
方
」
と
あ
る
。

（
６
）	『
戒
子
通
録
』
に
つ
い
て
は
、
沈
時
蓉
「
論
劉
清
之
和
他
的
《
戒
子
通
録
》」『
四

川
師
範
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
二
二
巻
二
期
（
一
九
九
五
年
四
月
）、
緒
方 

賢
一
「「
編
集
」
と
い
う
名
の
思
想
―
―
劉
清
之
の
『
戒
子
通
録
』
を
め
ぐ
っ
て
」

『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
二
一
巻
三
号
（
二
〇
一
〇
年
一
月
）（
後
、『
中
国
近

世
士
大
夫
の
日
常
倫
理
』
中
国
文
庫
、
二
〇
一
四
年
三
月
所
収
）
参
照
。
緒
方
氏

の
指
摘
に
よ
れ
ば
、「
与
劉
子
澄
」
一
四
（『
朱
文
公
文
集
』
巻
三
五
）
の
書
簡
に

基
づ
き
、
朱
熹
が
『
戒
子
通
録
』
を
見
た
の
は
『
小
学
』
成
書
の
二
年
後
、
淳
煕

一
五
（
一
一
八
八
）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

（
７
）	『
戒
子
通
録
』
巻
三
「
曾
子
告
子
言
」
に
は
、『
大
戴
礼
記
』『
説
苑
』
か
ら
曾
子

の
語
を
三
章
と
し
て
収
め
る
。『
小
学
』
で
は
、
そ
の
三
章
う
ち
第
二
・
三
章
を

明
倫
103
章
・
104
章
に
収
め
る
。『
大
戴
礼
記
』『
説
苑
』
か
ら
の
引
用
の
仕
方
や
配

列
順
か
ら
、
劉
清
之
が
抜
粋
収
録
し
た
三
章
を
、
朱
熹
が
第
一
章
だ
け
削
っ
た
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
拙
稿
前
掲
論
文
参
照
。

（
８
）	

粟
品
孝
「

本
中
《
官
箴
》
出
自
《
童
蒙
訓
》
原
本
考
」『
文
献
』
二
〇
〇
七
年

四
期
（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）
は
、
現
在
『
官
箴
』
と
し
て
伝
わ
る
呂
本
中
の
書

は
『
童
蒙
訓
』
の
一
部
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

（
９
）	『
二
程
外
書
』
と
同
年
に
成
書
し
た
『
伊
洛
淵
源
録
』
巻
一
に
も
、「
呂
本
中
作
童

蒙
訓
曰
」
と
し
て
『
童
蒙
訓
』
の
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）	

陳
来
『
朱
子
書
信
編
年
考
証
』（
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
七
年
九
月
）
参
照
。
以
下
、
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朱
熹
の
書
簡
の
年
代
に
つ
い
て
は
す
べ
て
陳
来
『
朱
子
書
信
編
年
考
証
』
を
参

照
。

（
11
）	『
少
儀
外
伝
』
に
つ
い
て
は
、
王
曉
薇
・
李
鵬
「
呂
祖
謙
『
少
儀
外
傳
』
中
的
童

蒙
教
育
思
想
」『
中
国
史
硏
究
』
八
八
輯
（
二
〇
一
四
年
二
月
）
を
参
照
。

（
12
）	

宋
代
の
家
訓
に
つ
い
て
は
、
緒
方
氏
前
掲
書
参
照
。

（
13
）	

加
地
伸
行
氏
は
『
孝
経
刊
誤
』
を
『
大
学
章
句
』
の
実
験
作
と
位
置
づ
け
る
。

『
孝
研
究 

儒
教
基
礎
論
〈
加
地
伸
行
著
作
集
Ⅲ
〉』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
〇
年
一

〇
月
）
参
照
。

（
14
）	

朱
熹
と
劉
清
之
の
『
小
学
』
編
纂
に
関
す
る
や
り
と
り
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
前
掲

論
文
参
照
。

（
15
）	

緒
方
賢
一
「『
孝
経
刊
誤
』
と
朱
子
」『
集
刊
東
洋
学
』
八
一
号
（
一
九
九
九
年
五

月
）。
後
、
前
掲
書
所
収
。
氏
は
『
孝
経
刊
誤
』
や
『
小
学
』
は
「
家
」
の
崩
壊

を
危
惧
し
、「
斉
家
」
を
語
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
察
す
る
。

（
16
）	

緒
方
前
掲
論
文
参
照
。

（
17
）	

庾
黔
婁
の
話
に
つ
い
て
は
、
陳
淳
か
ら
も
疑
義
を
呈
さ
れ
て
い
る
。『
朱
文
公
文

集
』
巻
五
七
「
答
陳
安
卿
」
二
。


